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(57)【要約】

【課題】　ホタテの原貝を自動的に貝殻させかつ開殻から貝の身を脱殻させる方法を提供

する。

【解決手段】　ホタテの原貝を加圧水蒸気、特に加圧過熱水蒸気、と接触させることによ

り、自然に貝殻を開かせるとともに貝殻から貝身を分離させることにより、人手をかけず

にホタテ貝の開殻・脱殻を行う。

【選択図】　なし
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